
熊本電鉄の駅改善により利用者を増加させる計画
Plan to increase the number of users of Kumamoto Dentetsu by reconstructing each station

Planned by 社会基盤設計演習 溝上グループ

解決策 具体案

御代志のバス停を使いやすくす
る

・バスの本数と御代志が終点であるバスを増やす

・ロータリーを整備する

P&Rできる駅が多い ・数駅に大規模なP&R駐車場を設置（黒石と新須屋で

計画、供用中）

解決策 具体案

駅がきれい ・整備をし直す

駅周辺に避暑地が多い ・屋根を付け、木を植える

駅の余地を有効利用 ・土地の再開発

解決策 具体案

観光施設が多い ・駅自体の観光スポット化

・定期的なイベントの開催

・地域の特性を活かす

大正１３年に蒸気→電気
へ遷移（路線一部変更）

昭和２４年に鉄道へ移行して
以来熊電となる。
昭和５９年御代志～隈府間廃
止。今の姿に。

１ ９ ０ ９ （ 明 治 ４ ２ ） 年 養 蚕 産 業 の 発 展 を 目 的 に 創 立 。 大 正 ２ 年 、

菊 池 隈 府 ～ 北 千 反 畑 全 線 開 通

※ＬＲＴとは？

従来型の鉄道とバスとの中間の輸送力を持つ、線路などの軌道を走行するタイプ
の公共交通機関。交通渋滞に影響されずに快適に移動でき、バスよりも大きな輸送
力を持つ、環境にも優しい乗り物である。

システムの概要：専用または分離された軌道に、加速性・快適性などを高めた車両
が走行するシステム

特徴：従来の路面電車の発展型であり、建設費が安く、乗降が容易。

①明治44年10月1日 池田～北千反畑間 池田-隈府間工事計画
池田（上熊本）～射場坂（本妙寺通）～内坪井（製紙会社前）～広町～北千反畑（藤崎宮前）

②大正2年3月15日 隈府～高江間開通

隈府～深川～広瀬～花房～富～高江

③大正2年8月 2日 高江～北千反畑開通

高江～辻久保～大池～御代志～黒石～須屋

大正9年11月25日 熊本～隈府間自動車運行に一時切り替え
大正12年8月2日 上熊本～室園開通

上熊本～本妙寺前～内坪井～広町～立町～室園
大正12年8月31日 室園～隈府間電車開通（全線開通）

昭和22年12月28日 堀川－須屋間の改良線が開通

昭和24年1月1日 社名を「熊本電気鉄道会社」に変更

1月2日 市立校前－亀井間の改良線開通、

北熊本駅営業開始

室園駅の旅客取り扱い廃止

市立校前-室園間は出入庫線として存続

10月25日 移転した藤崎宮前駅営業開始

昭和28年 「６．２６水害」

菊池川鉄橋含む２０箇所で線路崩壊。完全に復旧したのは
2年後の昭和30年12月25日。

・昭和59年7月に菊池－御代志間の路線13.5kmを廃線に
することにした。昭和61年2月16日、菊池－御代志間は廃
線となった。
・翌日16日には運行計画を改正し、朝夕ラッシュ時に15分
間隔、他は30分間隔の発着ダイヤになり、ワンマン電車と
なった。これが現在の熊本電鉄に続く。

富士ライトレール フランス オルレアン 富山ライトレール

熊電ではその後、昭和２５年以降断絶された市電を再び結節し
ようとLRT化を計画。しかし，財政上この計画は却下された。

３ 号 線

インタビュー
の内容

駅改善
プロジェクト

地域改善
プロジェクト

広場的な空間

今回は御代志を選択

駅自体の観光地化

イベントの開催

余地が多い

土地の有効利用人が滞在できる
快適な空間

公園駅

今回の改善の目標は
「沿線全体の公園化」

ただの自然公園では季節によっては醜く変化してしまう
かもしれない。そこで季節によって開花が異なったり、
色が美しく変わったりする植物の特性を活かす。

拠点
プロジェクト終点で集客力あり

今年でちょうど創業１００周年を迎
える熊本電鉄は２路線を抱えており、
その合計は路線長さ13.1km、駅数
18、いずれも２両編成の単線鉄道で

す。

3
4
5 今後どんな熊電を目指していきたいですか

今取り組んでいることは何ですか
他民鉄を参考にしたりしていますか

Q uestion A nsw er
バリアフリー

逆に弱点はどこだと思われますか

他民鉄と比べて、誇れるものはありますか1

2

人が自然と滞在するような心地よい駅にしたい
他民鉄にポスターを貼ってもらう等のメディア戦略

沿線に観光地がないこと
単線であること
福島交通

顧客を大事にしていること

他の交通と
の結節がス
ムーズである

３８７が渋滞し
ない

駅の案内図
が充実して

いる

沿線住民の
利用だけで
満足しない

職員のモチ
ベーション
が高い

サイクルパス
の規制時間

がない

バスより中心
市街地に行
きやすい

他の交通手
段より便利

駅から近い
目的地が多

い

駅周辺に避暑
地が多い

月極駐車場の
料金が安い

P&Rできる駅

が多い

中心市街地に
停車する

御代志駅のバ
ス停が使いや

すい

駅が良い 駅周辺が涼し
い

駅がきれい

駅の土地の広
さを有効利用し

ている

熊電が賑わう 利用者が増え
る

強みが多くなる

熊電が有
名になる

電車に乗
りやすい

安全面整備の
充実

低料金

電車でTo熊
カードが使える

サイクルパスが
有効活用できる

車内の雰囲気
が良い

乗務員が多い

複線である
本数が多い

沿線住民以外
の利用が増え

る

沿線に学校が多い

沿線に店が多い

沿線地域に特
色が多い

不採用システム向上プロジェクト

不採用熊電有名化プロジェクト

採用 地域改善プロジェクト

採用 駅改善プロジェクト

採用 拠点プロジェクト

不採用

採用 理 由 ・ ・ ・ ハ ー ド 面 で の 対 策 が 中 心 で あ り 、 土 木 を 学 ぶ 自

分 た ち の 計 画 に よ っ て 改 善 が 可 能 で あ る 。

理 由 ・ ・ ・ 熊 電 の 経 営 や 行 政 な ど ソ フ ト 面 に か か る 問 題 で

あ り 、 土 木 建 設 の 範 囲 に な い た め こ こ で は 不 採 用 と し た 。

上熊本

御代志

再春荘前

電波高専前

黒石

三ツ石

須屋

亀井

新須屋

堀川

八景水谷

北熊本

藤崎宮前

黒髪町

韓々坂

池田

打越

坪井川公園

１．熊電の紹介

２．熊電の歴史

３．熊電職員へのインタビュー

４．福島交通との比較

５-２．ＰＣＭ抽出プロジェクトの解決策と具体案

６．具体案へのアプローチ

拠点プロジェクト

地域改善プロジェクト

駅改善プロジェクト
○福島交通（飯坂電車）の紹介
・設立・・・・・・・・1921年
・所在地・・・・・・福島県福島市

（人口約30万人）
・営業路線・・・・飯坂線/9.2km
・駅数・・・・・・・・12駅

○福島交通と熊電の比較（H19年度）

＜福島交通＞
(a)飯坂電車福島駅はJR福島駅の建
物内にあり、JRや新幹線への乗換が

スムーズにできる。
(b)福島駅は福島市の中心地に位置し

ている。
(c)福島駅には駅ビル（S-PAL）、飯坂

温泉駅周辺には複数の温泉があり、
集客力のある駅を両終点に持つ。

500m

福
島
交
通
飯
坂
電
車

＜熊電＞
(a)藤崎宮駅は交通結節点である熊本駅や

交通センター、通町筋に駅を持たないので、
他乗物への乗換がスムーズにできない。
(b)藤崎宮駅は通町筋などの中心地から
1kmほど離れている。
(c)終点である御代志駅は、集客力のある

施設が周辺にほとんどない。

～考察～
・LRT化計画が廃案されていることもあり、熊電の現存する沿線
の開発によって、(a)と(b)を改善することは難しい。
・JRへの乗換を便利にすることは難しいが、バスへの乗換を便

利にすることは可能である。
・駅または駅周辺の魅力を向上することが必要。

熊電を快適
かつ便利に
利用できる

交通拠点として
の要素が豊富

である

沿線住民の利
用が増える

ホームに滞
在しやすい

P&Rが便利

駅へのアクセ
スが多い

駅が目立
つ

メディアの
有効活用

駅前の町並み
に活気がある

整備された歩道
が多い

周辺施設のメン
テナンスが行き
届いている

○熊本電鉄の紹介
・設立・・・・・・・・1909年
・所在地・・・・・・熊本県熊本市

（人口約67万人）
・営業路線・・・・菊池線/10.8km

藤崎線/2.3km
・駅数・・・・・・・・計18駅

ビール電車（電車を貸し
切ってビールを飲むことが
できる）、サイクルパス（電車
内に自転車を持ち込むこと
ができる）などは熊電が
発祥の事業です。

自然公園駅

５‐１．ＰＣＭ

イベントを開催できるようにするには公園がふさわしい

観光地としての公園にするには自然公園がふさわしい

四季を取り入れる

全駅で一体感を持たせる

○福島交通の路線

観光施設が多
い
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＜図 今後のまちづくりに特に大事なもの（単位：％）＞

＜図 今後の緑地や公園のあり方（単位：％）＞

７．合志市マスタープラン

８-１．御代志駅に必要とされる要素

８-２．御代志駅の現地調査

１０．御代志駅の将来像

①

②

③

④

⑤⑥

⑦

→
問題点

①バリアフリーが急斜面
②舗装がガタガタ
③ロータリーの表示が分かりにくい

④バス停が分かりにくい

⑤未利用の土地が多い
⑥387の交通量が多い

⑦貯水池が駅と裏の土地を区切っている

解決策
●バリアフリーの改善，緩斜面
●舗装をする
●ロータリーの形状を変えて，利便性・安全
性を上げる
●分かりやすく利便性の高いバス停を新た
に造る
●土地の有効利用
●安全性の高いロータリーを設置
有効利用
●貯水池を撤去し，結合させることで有効
利用する

→
→

→

→
→

→

具体案

・バスの本数と御代志が終点であるバスを増やす

・ロータリーを整備する

・数か所の駅に大規模なP&R駐車場を設置（現在、黒石と新須屋で計画、供用中）

具体案

・整備をし直す

・屋根を付け、木を植える

・土地の再開発

具体案

・駅自体の観光スポット化

・定期的なイベントの開催

・地域の特性を活かす

拠点プロジェクト

地域改善プロジェクト

駅改善プロジェクト

ＰＣＭによって導いた解決策の具体案を分類して御代志駅での具体
的策を考えた。

A
バスの本数増加に伴う混雑を回避できる程度の規模（r=12m以上の回転

半径）でロータリーをつくる。
また、３８７号線が混雑しないような出入り口にする。

B
御代志を魅力のある駅にすることを前提とするので、あえてP&Rの機能をなくす。

それにより、御代志公園駅自体の利用者の移動手段を電車やバス、タクシーのみにす
ることで熊電の売上を向上させる。
沿線上でのP&Rの改善策としては御代志から比較的近くに立地し、現在P&Rの機能を
もち、さらに土地の広い黒石駅のP&R機能を向上させることでカバーする。

駐輪場に関しては現在熊電の長所として存在するサイクルパスをより快適にするために
より大きな駐輪場を設ける。

C
様々な年層に対して魅力のある花に着眼することで、沿線の人々だけではなく、沿線外
の人々も訪れるような自然公園駅にする。
また、駅舎の屋根の整備や木陰の利用により多くの避暑地を設ける。

D
バザー等のイベントを開催しやすいスペースを設ける。

E
御代志駅付近に立地するカントリーパーク等の自然の景観に調和する自然公園駅にする。

御代志駅を現地調査し、問題点と解決策を抽出した。 ９．計画範囲の決定

カメラの向き

▲御代志駅の裏のスペースは菊池恵楓園
の緑地となっている。

１１．今後の課題

メジャーで御代志駅およびその
周辺を測地し、計画範囲決定に
用いた。
下の図が決定した計画範囲で

あるが、この範囲にした理由は、
熊電の土地だけでは狭かったの
と、計画を立てやすい広さにした。

１．御代志駅のデザインの詳細をつめていく。
２．沿線各駅への機能の持たせ方と方向性を具体的に決定する。

面積はおよそ13,000㎡

92m

14
0m

熊電の土地

Ｇスペース

13m

交通拠点ゾーン
・・・出入り口の位置を一つにし、もともと信号機がある交差

点に持ってくることで往来の混雑を避ける。
ロータリーの周りに桜を植えることでバスの中から見ること
ができるようにする。またロータリーを回転する間には芝生

の奥の桜を遠目に眺めることができるよう工夫した。

交流ゾーン
・・・駅に降りた時に開放感を感じるよう駅舎の前に芝生の
広場を設置し、バザー等のイベントを開催しやすいように

する。
また、花見シーズンには二の丸公園のような使い方も

できる。

緑と春らしい木々の並木道
・・・歩きながら桜を見れるように散歩コースを造る。そのため並木道
を一周させるような道筋にした。また、バザー時には軽トラや屋台を

ロータリーから乗り入れることができるよう設計する。
電車とバスの乗り換えの際、時間のある人は自然を感じながら散歩

コースを一周してバス停や駅舎に向かうことができる。
木陰で人目を避け、落ち着いて過ごせるような空間を造るため雑木

林の並木道を造った。その過程で桜か雑木林かを選べるよう分かれ
道を造った。

桜の並木道

木陰で休める雑木林

駅舎・駐輪場について
・・・景観的に周りの雰囲気と調和させるため、木材を使う。

※以下の画像はイメージです。
春らしい木を桜に例えて説明しています。

駅発着時に桜を眺めることができる

バス停ゾーン
・・・乗り換えがスムーズにいくように、駅舎とバス停は近くに設置した。
とはいえ、駅に密接させなかったのは、菊池方向へと熊本市方向へ
のバス停を共有するとバスにとって広いスペースを必要とするため

であり、この場所に決定した。バス停には屋根を設置する。

バスからの視野

バスからの視野

舗装面について
落ち葉の季節や雨天時の足元の滑りやすさを防ぐ意味

（安全性）と自転車の乗り入れの際の利便性を考慮し舗装した。

現地調査から気づいたところ
・再春荘病院や恵楓園療養所の近くである。
・交通量も多く明るい雰囲気。

御代志駅には「春」らしさが似合う。

必要な機能
・春らしい植物
・ロータリー
・イベントのできるスペース
・避暑地（屋根や木陰によって）
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